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（
一
）
光
蓮
寺
（
福
山
市
神
辺
町
川
南
） 

 
 
 

光
蓮
寺
は
山
号
が
薬
上
山
と
号
す
る
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
神
辺
大
火
に
も
難 

を
逃
れ
、
本
堂
内
に
は
天
井
絵
や
壁
画
が
描
か
れ
当
時
の
姿
を
遺
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
七
畳
敷
の
客
殿
が
あ
り 

「
雨
嘯
園
」
と
名
付
け
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
存
し
て
い
な
い
。 

           
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

一 

光
蓮
寺
の
縁
起 

「
福
山
市
神
辺
歴
史
民
族
資
料
館
・
神
辺
の
寺
院
」
に
よ
れ
ば 

 

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
元
は
現
在
よ
り
南
の
山
麓
（
現
福
山
市
神
辺
町
川
南
の
丁
か
ら
長
畑
に
か
け
て
）
に
あ
り
、 

「
浄
源
寺
（
じ
ょ
う
げ
ん
じ
）」
と
称
す
る
天
台
宗
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
浄
土
真
宗
へ
改
宗
し
、
さ
ら
に 

一
時
期
真
言
宗
を
経
て
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
に
浄
土
真
宗
に
戻
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
年
）
現
在
の
場
所
に
移
り
、
寺
名
を
「
光
蓮
寺
」
に
改
称
し
ま
し
た
。 

元
の
場
所
に
は
今
も
飛
び
地
を
有
し
、
当
時
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
福
山
藩
主
・
水
野 

勝
成
に
よ
り
拠
点
が
福
山
に
移
さ
れ
る
と
、
神
辺
城
下
に
付
随
し
た
建
物
の
残
材
を
譲
り
受
け
、
庫
裏
な
ど 

の
建
立
に
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
菅
茶
山
編
纂
の
「
福
山
志
料
」
に
は
、「
光
蓮
寺
は
了
波 

（
り
ょ
う
は
）
が
寛
永
年
間
の
頃
、
今
の
場
所
に
移
す
。
古
く
は
祐
佳
山
・
浄
玄
寺
と
い
い
、
伝
教
大
師
・ 

最
澄
の
弟
子
・
徳
応
（
と
く
お
う
）
が
開
山
し
た
天
台
宗
で
あ
っ
た
。
十
世
・
行
圓
（
ぎ
ょ
う
え
ん
）
の
時 

に
真
言
宗
に
改
宗
。
そ
れ
よ
り
九
代
後
の
了
明
（
り
ょ
う
め
い
）
の
時
、
存
覚
（
ぞ
ん
か
く
）
上
人
が
来
て 

教
え
を
広
め
た
た
め
、
よ
っ
て
存
覚
を
開
基
と
す
る
。
了
明
よ
り
今
の
宗
（
浄
土
真
宗
）
と
な
り
、
了
波
の 

時
に
今
の
名
（
光
蓮
寺
）
に
改
め
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
は
寺
伝
の
旧
寺
名
「
浄
源
寺
」
を
別
字
を
使
い
「
浄
玄
寺
」
と
し
、
さ
ら
に
「
西
備
名
区
」
で
は 

経
緯
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
「
浄
立
寺
」
と
別
名
で
記
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
の
神
辺
大
火
の
際
に
は
寸
前
で
鎮
火
し
、
難
を
逃
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
あ
り
、
水
野
勝
成
が
福
山
城
築
城
の
際
、
神
辺
か
ら
多
く
の
寺
院
が
福
山
に
移
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
跡
地 

に
移
転
し
て
く
る
寺
院
も
あ
り
、
光
蓮
寺
も
町
は
ず
れ
か
ら
十
日
市
通
り
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

 
 
 
 
 

二 

鳳
靈
上
人
に
つ
い
て 

光
蓮
寺
住
職
の
中
で
特
筆
す
べ
き
上
人
は
、
鳳
靈
上
人
で
あ
ろ
う
。 

名
は
靈
昌
、
南
涯
と
号
す
。
鳳
靈
は
字
に
し
て
、
玄
々
堂
・
玄
々
亭
の
別
号
が
あ
る
。
茶
山
が
「
十
四
日
與
嶺

松
師
赴
鞆
浦
途
中
口
占
」
（
後
述
）
と
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
の
で
、「
嶺
松
」
と
も
称
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

鳳
靈
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
光
蓮
寺
第
五
世
閑
嶺
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
京
都 

本堂内の壁画 

本堂内の天井絵 

光蓮寺本堂 
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で
病
没
。
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。 

妻
は
金
丸
村
光
秀
寺
祖
随
の
二
女
於
麻
津
で
八
子
を
儲
け
る
。
二
男
恵
剛
（
名
千
熊
、
号
南
岸
）
が
跡
を
継
ぐ
。 

鳳
靈
上
人
は
茶
山
よ
り
三
歳
上
で
、
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
い
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
茶
山
の
師
・
友
で
あ
る
西
山 

拙
齋
も
茶
山
と
共
に
よ
く
光
蓮
寺
を
訪
ね
て
い
る
。 

茶
山
は
鳳
靈
上
人
に
つ
い
て
、
福
山
志
料
の
中
で
（
上
巻 

巻
之
十
、
九
頁
） 

  

僧
風
靈 
鳳
靈
マ
タ
靈
昌
ト
モ
云
、
神
邊
光
蓮
寺
先
住
也
、
高
屋
川
年
々
沙
淤
（
し
ゃ
お
）
シ
、
平
生
水
ス 

ク
ナ
ク
、
霖
雨
ニ
ハ
漲
溢
ハ
ヤ
ク
、
數
村
ノ
害
ト
ナ
ル
コ
ト
、
追
々
マ
サ
リ
ユ
ク
ヲ
ミ
テ
、
己
ヲ
信
ス
ル
輩
ヲ 

ア
ツ
メ
テ
、
農
隙
ニ
疏
浚
セ
シ
ム
、
此
ヲ
モ
テ
寛
政
十
年
賞
金
三
百
匹
ヲ
賜
ハ
ル
。 

 

此
の
僧
少
年
多
病
ニ
テ
、
父
老
嬉
遊
ノ
事
ヲ
ス
ヽ
ム
、
因
っ
て
賭
博
に
フ
ケ
ル
、
後
ニ
折
節
讀
書
、
其
宗
正 

傍
ニ
依
ノ
書
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
カ
ネ
テ
詩
歌
ニ
モ
及
フ
。
播
州
ニ
智
暹
ト
云
僧
ア
リ
、
宗
旨
ヲ
爭
フ
テ
、
所
見
ヲ 

正
義
也
ト
唱
フ
、
鳳
靈
ソ
ノ
羽
翼
ノ
一
也
。
近
頃
又
新
義
を
唱
フ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
衆
僧
雲
ノ
如
ク
シ
タ
カ
エ
ト 

モ
、
鳳
靈
ヒ
ト
リ
肯
セ
ス
。
晩
年
讒
言
ニ
カ
ヽ
リ
本
寺
ニ
呼
上
サ
レ
テ
、
一
室
ニ
幽
セ
ラ
ル
、
ナ
ヲ
己
カ
所
見 

ヲ
確
執
シ
テ
エ
屈
セ
ス
、
終
ニ
病
テ
逆
旅
ニ
シ
ス
、
守
ル
所
ア
リ
ト
云
ヘ
シ
。
詩
歌
稿
ナ
シ
、
人
ノ
シ
タ
ル
ヲ 

記
ス
。 

 

と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と 

 
 

 

〇 

鳳
靈
は
農
民
た
ち
を
説
い
て
、
高
屋
川
の
浚
渫
事
業
を
行
い
、
藩
主
か
ら
褒
美
を
も
ら
っ
て
い
る
。 

〇 

幼
少
の
こ
ろ
は
病
弱
で
、
一
時
期
に
賭
博
に
も
手
を
出
し
遊
ん
で
い
た
が
、
書
や
詩
歌
に
秀
で
て
い
た
。 

〇 

播
州
の
僧
智
暹
（
ち
せ
ん
）
に
学
ん
だ
。
智
暹
と
本
山
の
僧
侶
間
で
の
論
争
で
は
、
鳳
霊
は
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
。 

〇
「
新
義
」
に
つ
い
て
の
論
争
で
、
本
山
に
訴
え
ら
れ
た
が
、
所
見
を
曲
げ
な
か
っ
た
の
で
幽
閉
さ
れ
て
病
死
し
た
。 

〇 

鳳
霊
の
詩
歌
は
知
ら
な
い 

の
五
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
少
し
詳
し
く
述
べ
る
。 

① 

「
高
屋
川
浚
渫
事
業
に
つ
い
て
」 

 

神
辺
地
域
の
河
川
は
、
堂
々
川
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
洪
水
時
に
は
多
く
の
土
砂
を
流
し
た
。
寛
文
十
三
年
（
一 

六
七
三
）
大
原
池
が
決
壊
し
、
死
者
六
十
三
名
を
出
し
、
国
分
寺
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。 

一
七
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
藩
は
対
策
と
し
て
砂
留
の
築
造
に
取
り
組
み
始
め
る
。
高
屋
川
も
堂
々
川
や
箱
田
川 

等
の
支
流
か
ら
流
れ
込
む
多
量
の
土
砂
で
底
が
周
り
の
田
畑
よ
り
も
高
く
な
る
天
井
川
で
あ
っ
た
。
大
雨
時
に
は 

さ
ら
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
こ
み
、
堤
防
の
決
壊
や
堤
防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る
等
で
、
度
々
被
害
が
出
て
い
た
。 

記
録
で
は
、
寛
政
元
年
、
同
三
年
、
同
四
年
、
同
七
年
（
一
七
八
九
～
一
七
九
五
）
に
洪
水
が
あ
っ
た
と
言
う
。 

高
屋
川
の
底
に
た
ま
る
土
砂
の
撤
去
、
す
な
わ
ち
浚
渫
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
鳳
靈
は
そ
の
必
要
性
を
福
山
藩
や 

農
民
た
ち
に
説
い
て
回
り
、
工
事
を
進
め
る
推
進
役
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
褒
美
と
し
て
、
寛
政
十
年
（
一 

七
九
八
）、
藩
主
阿
部
正
倫
か
ら
金
三
百
匹
を
下
賜
さ
れ
た
。 

② 

「
幼
少
時
は
病
弱
。
賭
博
に
も
手
を
出
し
遊
ん
で
い
た
が
、
後
に
学
問
し
、
書
や
詩
歌
に
秀
で
た
。」 

こ
の
内
容
は
、
茶
山
が
藩
に
提
出
し
た
「
郷
塾
取
立
に
関
す
る
書
簡
」
に
あ
る
「
神
辺
と
申
処
こ
と
の
外
悪
風 

俗
之
処
に
て
、
村
に
て
歴
々
な
と
申
て
は
か
ま
き
あ
り
き
候
人
ま
て
み
な
博
徒
ニ
候
、
わ
れ
も
あ
や
し
ま
す
、
人 

も
ゆ
る
し
、
親
戚
も
見
の
か
し
候
故
、
わ
た
く
し
な
と
も
は
た
ち
計
迄
ハ
は
く
ち
も
う
ち
富
第
一
を
も
か
よ
い
候 

ほ
と
ニ
候
ヘ
ハ
・
・
・（
後
略
）」
と
よ
く
似
た
内
容
で
あ
る
。
鳳
靈
も
心
機
一
転
、
学
問
し
詩
歌
に
も
長
ず
る
こ 

と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

③ 

「
播
州
の
僧
智
暹
（
ち
せ
ん
）
に
学
ん
だ
。
智
暹
と
本
山
の
僧
侶
間
で
の
論
争
で
は
、
智
暹
の
理
論
構
成
の
一 

 

翼
を
担
っ
た
。
後
年
、
鳳
霊
も
本
山
学
林
派
と
対
立
し
本
山
に
呼
び
出
さ
れ
。「
異
安
心
」
と
し
て
、
糾
問
さ
れ 

京
都
で
病
死
す
る
」 
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鳳
靈
は
、
弟
問
渓
と
と
も
に
、
播
州
魚
崎
に
あ
る
眞
浄
寺
智
暹
（
ち
せ
ん
）
を
師
と
し
て
宗
学
を
修 

め
、
さ
ら
に
天
台
、
俱
舎
、
唯
識
な
ど
を
修
め
た
。
師
の
智
暹
は
、
当
時
真
宗
三
学
僧
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
本 

願
寺
学
林
派
と
相
い
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
本
山
と
対
立
し
た
。
本
願
寺
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
智
暹
を
京 

都
に
召
致
し
糾
弾
し
た
。
智
暹
は
幽
閉
さ
れ
病
没
し
た
。
福
山
志
料
に
「
鳳
靈
ソ
ノ
羽
翼
ノ
一
也
」
と
あ
り
、
論 

争
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
故
に
、
鳳
靈
は
本
山
学
林
派
か
ら
異
端
視
さ 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

④ 

「
本
山
学
林
派
の
系
統
に
属
す
る
石
見
の
国
淨
泉
寺
の
履
善
が
唱
え
た
「
新
義
」
に
反
対
し
本
山
に
召
致
さ
れ 

た
が
節
を
曲
げ
な
か
っ
た
。
病
を
得
て
京
都
で
没
す
る
」 

「
新
義
」
と
は
、
神
道
の
徹
底
的
な
排
斥
と
、
墳
墓
を
不
用
と
す
る
説
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
を
鳳
靈
は
真 

宗
の
本
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
強
く
論
難
攻
撃
し
た
。
鳳
靈
は
「
異
安
心
」
を
唱
え
る
も
の
と
し
て
、
履
善
ら 

に
よ
っ
て
本
願
寺
に
訴
え
ら
れ
、
文
化
元
年
京
都
に
呼
ば
れ
、
本
願
寺
の
役
僧
た
ち
に
よ
っ
て
糾
問
さ
れ
た
が
、 

持
論
を
主
張
す
る
こ
と
三
百
余
日
、
遂
に
病
を
得
て
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
京
都
市
内
の
逆
旅
（
旅
先
の
宿
） 

で
病
を
養
っ
て
い
た
が
、
文
化
三
年
九
月
、
六
十
二
歳
で
没
し
た
。
鳳
靈
の
遺
骸
は
京
都
に
て
荼
毘
に
付
さ
れ
、 

光
蓮
寺
に
葬
ら
れ
た
。 

⑤ 
 

茶
山
は
『
福
山
志
料
』
で
は
、
風
霊
の
詩
歌
を
認
め
ず
、
他
の
人
が
紹
介
し
た
作
品
を
記
載
し
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

應
二
三
子
請
講
梵
値
中
秋
月
佳
輟
事
同
賞 

 
 

中
秋
把
酒
對
前
除 

 

月
照
蕉
窓
祿
欲
虚 

 

喜
見
無
邊
光
裏
客 

 

醉
談
猶
及
梵
文
書 

 
 
 
 
 

寒 

下 

 
 

漢
家
飛
將
破
胡
時 

 

百
戦
沙
場
身
未
疲 

 

誰
料
今
霄
陣
中
笛 

 

無
端
吹
起
故
園
思 

 
 
 
 
 

池 
 

月 

 
 

さ
ゝ
波
の
よ
る
と
も
見
え
ず
池
水
の 

心
し
つ
か
に
す
め
る
つ
き
か
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

こ
の
他
に
も
う
一
首
の
和
歌
が
光
蓮
寺
に
は
残
さ
れ
て
お
り
紹
介
す
る 

  
 
 
 
 

閑 
 

居 
 

雪 

 
 

柴
の
戸
の
を
り
を
り
人
の
と
ひ
こ
し
も 

 

雪
に
た
へ
た
る
苔
の
か
よ
ひ
路 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

三 

茶
山
と
鳳
靈
上
人
の
関
係
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 
 
 

茶
山
と
鳳
靈
は
年
齢
も
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
度
々
訪
問
し
あ
っ
た
り
吟
遊
に
出
か
け
て
い
る
。
茶
山
日
記
に 

 
 
 
 
 
 

は
、
鳳
靈
没
後
も
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
付
録 

茶
山
日
記
参
照
） 

遊
研
岩
記
に
「
安
永
七
年
、
靈
昌
・
惠
充
上
人
、
桑
田
元
厚
ら
と
国
分
寺
裏
山
に
登
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
月
見
に 

も
一
緒
に
出
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
蓮
寺
境
内
に
次
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

 

十
四
日
與
嶺
松
師
赴
鞆
浦
途
中
口
占 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
一 

 

十
四
日
嶺
松
師
と
鞆
の
浦
に
赴
く
途
中
口
占
す 

 
 
 
 
 
 

牛
渚
清
遊
久
有
期 

 
 

牛
渚
（
ぎ
ゅ
う
し
ょ
）
の
清
遊
（
せ
い
ゆ
う
）
久
し
く
期
有
り 

 
 
 
 
 
 

 

忽
乗
新
霽
試
筇
枝 

 
 

忽
（
た
ち
ま
）
ち 

新
霽
（
し
ん
せ
い
）
乗
じ
て
筇
枝
（
き
ょ
う
し
）
を
試
み
ん 

 
 
 
 

  
 

喜
看
遠
嶺
生
霞
彩 

 
 

喜
び
看
る
遠
嶺
霞
彩
（
え
ん
れ
い
か
さ
い
）
の
生
ず
る
を 

 
 
 
 
 
 

明
夜
陰
晴
已
可
知 

 
 

明
夜
（
み
ょ
う
や
）
陰
晴
（
い
ん
せ
い
）
已
（
す
で
）
に
知
る
可
（
べ
）
し 
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口
占 

口
ず
さ
む
。 

牛
渚 

揚
子
江
の
月
の
名
所
、
こ
こ
で
は
鞆
浦
で
の
月
見
。 

 
 
 
 
 
 
 

霽
～
は
れ
る
、
雨
や
雪
が
止
む
。 

筇 

竹
の
杖
。 

明
夜
陰
晴 

明
日
曇
る
か
晴 

れ
る
か
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
こ
の
分
な
ら
晴
れ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
の
意 

（
大
意
） 

鞆
の
浦
で
清
遊
（
月
見
）
を
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
の
約
束
で
期
待
し
て
い 

た
。
急
に
天
気
も
晴
れ
た
の
で
杖
を
つ
い
て
探
勝
す
る
こ
と
に
し
た
。
遠
く
の 

山
に
美
し
い
も
や
が
か
か
っ
て
い
る
。
眺
め
は
格
別
だ
。
こ
れ
な
ら
、
明
日 

十
五
夜
の
晴
天
は
も
う
決
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
龜
井
道
載
災
後
所
畫
竹
應
僧
恵
剛
需 

 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀
井
道
載
、
災
い
後 

竹
を
画
く 

僧
恵
剛
の
需
む
る
所
に
題
す 

 
 
 
 
 
 

直
節
由
来
取
人
疑 

 
 

直
節 
由
来
人
の
疑
い
を
取
る 

 
 
 
 
 
 

虚
心
底
事
到
天
災 

 
 

虚
心
底
事
（
な
に
ご
と
）
ぞ 

天
災
を
到
す 

 
 
 
 
 
 

庠
黌
列
屋
誰
蒙
葺 

 
 

庠
黌
（
し
ょ
う
こ
う
）
列
屋 

誰
が
蒙
葺
（
も
う
し
ゅ
う
） 

 
 
 
 
 
 

經
史
充
棟
空
燼
灰 

 
 

經
史
棟
に
充
ち
て 
空
し
く
燼
灰
（
じ
ん
か
い
） 

 
 
 
 
 
 

頼
有
兎
毫
燒
未
盡 

 
 

頼
（
さ
い
わ
い
）
に 
兎
毫
（
と
ご
う
）
の
燒
け
て 

未
だ
尽
き
ざ
る
有
り 

 
 
 
 
 
 

時
時
畫
竹
佐
擧
杯 

 
 

時
々 

竹
を
描
い
て
擧
杯
（
き
ょ
は
い
）
を
佐
（
た
す
）
く 

  
 
 
 

  
 
 

直
節 

ま
っ
す
ぐ
で
自
分
の
心
を
固
く
守
っ
て
曲
げ
な
い
こ
と
。 

庠
黌 

学
校
。 

蒙
葺 

屋
根
を
ふ
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

兎
毫 

筆
。 

佐 

た
す
く
。 

 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

正
直
一
徹
は
何
時
の
世
も
人
の
疑
い
を
招
く
。
し
か
し
、
あ
の
無
欲
な
清
廉
の
人
が
、
ど
う
し
て
天
の 

災
を
受
け
た
の
か
。
そ
の
学
舎
や
別
屋
と
多
く
の
棟
が
あ
っ
た
と
言
う
が
、
誰
が
屋
根
を
ふ
い
た
の
だ
ろ 

う
。
棟
い
っ
ぱ
い
に
つ
ま
っ
て
い
た
経
書
や
史
書
が
空
し
く
灰
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
幸
い
に
筆 

は
焼
け
な
い
で
残
っ
た
と
み
え
て
、
時
折
竹
を
描
い
て
杯
を
挙
げ
る
代
に
し
て
い
る
。 

 

＊
亀
井
道
載
は
九
州
の
学
者
で
、
茶
山
の
友
人
。
九
州
一
の
塾
を
つ
く
る
。
道
載
が
火
災
に
あ
っ
た
後
、
竹
を 

 

描
い
た
も
の
に
、
僧
恵
剛
（
鳳
靈
の
子
、
光
蓮
寺
住
職
）
の
求
め
に
よ
っ
て
茶
山
の
題
し
た
も
の
。 

  
 

 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩 

一
】
漢
詩
「
十
四
日
與
嶺
松
師
赴
鞆
浦
途
中
口
占
」
の
詩
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

某
氏
か
ら
「
茶
山
の
詩
を
正
し
く
読
ん
で
い
な
い
」
と
教
え
ら
れ
た
。
先
輩
た
ち
の
著
し
た
書
籍
を
調
べ
て
み
る 

と
、
承
句
（
二
句
）
末
の
一
字
を
「
杖
」
と
す
る
も
の
と
「
枝
」
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か 

検
討
す
る
に
は
、「
漢
詩
で
は
韻
を
踏
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、
韻
か
ら
調
べ
る
必
要
が
あ
る
」
と
。 

韻
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、 

 
 
 

 

漢
詩
で
は
、
韻
を
踏
む
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
の
中
で
一
定
の
音
を
き
ま
っ
た
位
置
に
く
り
返
し
て
用
い
， 

音
調
を
美
し
く
と
と
の
え
る
こ
と
。「
韻
を
ふ
む
」
と
も
い
う
。
漢
詩
や
西
洋
の
詩
に
は
古
く
か
ら
押
韻
の
き
ま
り 

が
あ
っ
た
。
頭
韻
（
句
の
頭
の
字
に
押
韻
す
る
）
と
脚
韻
（
句
の
末
尾
の
字
に
押
韻
す
る
）
が
あ
る
。
漢
詩
の
五 

言
絶
句
で
は
，
二
・
四
句
末
に
（
一
句
末
に
す
る
こ
と
も
あ
る
）
。
七
言
絶
句
で
は
一
・
二
・
四
句
末
に
押
韻
す
る 

な
ど
の
き
ま
り
が
あ
る
。
七
言
律
詩
な
ら
一
・
二
・
四
・
六
・
八
句
の
最
後
の
字
）
が
同
じ
響
き
を
持
つ
。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
七
言
絶
句
で
一
・
二
・
四
句
で
韻
を
踏
む
こ
と
に
な
る
。 

本堂前の石碑 



5 

 

 
 
 
 
 
 

 

一
・
二
・
四
句
の
韻
を
漢
語
林
（
大
修
館
書
店
）
か
ら
引
用
す
る
と 

 
 
 

 

 

牛
渚
清
遊
久
有
期 

→

キ
・
ゴ 

q
i  

 
 
 
 
 
 
 
 

（
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
復
刻
版
） 

 
 

忽
乗
新
霽
試
筇
杖 

→

チ
ョ
ウ 

、
ジ
ョ
ウ 

z
h

a
n

g
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

  
 

 
喜
看
遠
嶺
生
霞
彩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

枝→

シ 
zh

i 

 
 
 
 
 
 
 

明
夜
陰
晴
已
可
知 

→

チ 
zh

i  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 

「
杖
」
で
は
韻
が
踏
め
な
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
、「
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
」
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
復
刻
版
を 

見
て
み
る
と
、
右
下
図
で
「
杖
」
で
は
な
く
「
枝
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
わ
か
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

  
 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
二
】 

茶
山
と
履
善
の
関
係
に
つ
い
て 

「
題
義
仲
墓
詩
後
」（「
黄
葉
夕
陽
村
舎
文
」
巻
之
四
所
収
）
に 

  
 
 

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
西
山
拙
齋
ら
と
近
江
の
国
の
義
仲
寺
に
赴
い
た
と
き
、
石
燈
に
履
善
の
詩
を
見
て
、 

 
 

そ
の
聲
調
の
美
し
い
の
に
感
心
し
て
、
そ
れ
に
次
韻
し
た
詩
を
側
に
書
い
て
お
い
た
。
履
善
は
こ
の
事
を
聞
い
た 

ら
し
く
、
十
数
年
後
に
、
茶
山
に
次
韻
し
た
詩
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
茶
山
の
詩
は
即
興 

の
作
で
忘
れ
て
い
た
が
、
履
善
が
義
仲
寺
の
石
燈
に
題
し
た
詩
を
知
ら
せ
て
き
た
の
で
思
い
だ
し
た
。
し
か
し
、 

放
置
し
て
い
た
が
、
讃
岐
の
意
戒
上
人
が
来
談
し
て
、
こ
の
事
に
話
が
及
ん
だ
の
で
、
履
善
に
寄
示
し
た
。
茶
山 

は
「
首
を
當
初
に
囘
ら
せ
ば
、
荏
苒
（
じ
ん
ぜ
ん
）
四
十
餘
年
な
り
矣
」
（
抜
粋
、
原
文
は
漢
文
） 

 

と
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
記
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
履
善
は
鳳
靈
を
「
異
安
心
」
と
し
て
本
山
に
訴
え
、
京
都
で
逆
宿
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
茶
山
と
鳳
靈
の
関 

係
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
旧
知
の
中
で
あ
り
詩
友
で
も
あ
る
。
義
仲
寺
で
の
次
韻
し
た
時
に
は
、
履
善
に
つ
い
て 

は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
天
明
年
間
に
起
き
た
「
新
義
」
論
争
で
は
、
そ
の
中
心
人
物
あ
る
履
善
に
つ
い
て
聞
い
て 

い
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

履
善
か
ら
詩
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
の
が
、
義
仲
寺
か
ら
十
数
年
後
な
ら
、「
新
義
」
論
争
中
で
あ 

る
か
ら
、
詩
を
忘
れ
た
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
は
。
さ
ら
に
、
履
善
か
ら
石
燈
の
詩
を
送
っ
て
き
て
や
っ
と
思
い 

だ
し
た
が
放
置
し
て
お
い
た
。
次
韻
の
詩
を
送
っ
た
の
は
、
鳳
靈
没
後
十
三
年
後
で
あ
り
、
意
戒
上
人
と
の
話
の 

中
で
、
送
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
義
仲
寺
か
ら
四
十
数
年
後
で
あ
る
と
い
う
。 

茶
山
日
記
の
中
に
は
、「
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
七
月
五
日 

光
蓮
上
人
赴
本
凡
寺
來
別
」
さ
ら
に
「
文
化
三 

年
九
月
十
四
日 

京
都
御
前
通
西
洞
院
東
佛
師
畑
治
郎
右
衛
門
宅
で
病
没
」
と
記
し
て
い
る
。
茶
山
は
鳳
靈
上
人 

が
な
ぜ
本
山
に
行
く
の
か
、
ど
う
し
て
亡
く
な
っ
た
の
か
な
ど
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

茶
山
の
履
善
に
対
す
る
思
い
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
奇
し
き
因
縁
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

四 

霊
昌
上
人
と
西
山
拙
齋
の
関
係
に
つ
い
て 

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
西
山
拙
齋
が
茶
山
を
訪
ね
、
三
原
で
看
梅
を
し
て
以
来
、
茶
山
は
拙
齋
を
師
と
し
て
、 

 
 
 
 
 
 

友
と
し
て
互
い
に
訪
ね
会
っ
て
い
る
。
拙
齋
は
、
廉
塾
を
訪
ね
た
折
に
は
、
国
分
寺
、
遍
照
寺
、
西
福
寺
、
龍
泉
寺
、 

河
相
君
推
宅
な
ど
に
も
度
々
同
行
し
た
こ
と
が
茶
山
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

「
菅
茶
山
年
表
」（
菅
茶
山
記
念
館
）
の
中
に
「
天
明
五
年
三
月
二
十
二
日 

頼
杏
坪
・
西
山
拙
齋
・
姫
井
桃
源
と
光 

蓮
寺
靈
昌
を
訪
ね
る
」
と
あ
り
、
彼
ら
は
例
に
よ
っ
て
、
題
を
分
け
合
っ
て
詩
を
詠
じ
て
い
る
。 

そ
の
う
ち
西
山
拙
齋
が
作
っ
た
詩
が
「
拙
齋
西
山
先
生
詩
鈔
」
中
巻
に
「
光
蓮
寺
靈
昌
上
人
見
招
席
上
分
雨
嘯
園
十 

題
余
得
彩
霓
橋
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る 
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鑑
流
橋
幾
尺 

 

流
れ
に
鑑
す 

橋
幾
尺
ぞ 

 

架
此
瑤
池
水 

 

此
の
瑤
池
（
よ
う
ち
）
の
水
に
架
す 

 
 
 
 

＊
瑤
池 

美
し
い
池 

 

閑
踏
彩
霓
過 

 

閑
に
彩
霓
（
さ
い
げ
い
）
を
踏
み
て
過
ぐ
れ
ば 

＊
彩
霓 

虹
。
こ
こ
で
は
橋
の
名 

諸
天
知
在
邇 

 

諸
天 

知
ん
ぬ 

邇
（
ち
か
）
き
に
在
る
を 

 

光
蓮
寺
に
は
か
つ
て
は
「
雨
嘯
園
」
と
い
う
客
殿
が
あ
っ
た
と
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
「
雨
嘯
園
」
で
詠
ん
だ
の
で 

あ
ろ
う
。「
雨
嘯
園
十
題
」
と
い
う
の
は
、
雨
嘯
園
十
景
を
撰
ん
で
、
こ
れ
を
詩
の
題
に
し
て
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ 

る
。
こ
の
時
、
西
山
拙
齋
は
「
彩
霓
橋
」
が
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。 

拙
齋
は
も
う
一
篇
の
詩
を
詠
ん
で
い
る 

 
 

 
 
 
 

即
事
呈
靈
昌
上
人 

 

福
山
志
料 

 

巻
之
十
五 

 

鳥
啼
花
樹
晩
離
披 

鳥
啼
い
て
花
樹
晩
（
お
そ
）
く
離
披
（
り
ひ
）
す 

 

＊
離
披 

花
が
十
分
開
く
こ
と 

雨
嘯
園
中
雨
霽
時 

雨
嘯
（
う
そ
ぶ
）
い
て
園
中 

雨
霽
（
は
）
る
る
時 

想
得
去
年
今
日
宴 

想
い
得
た
り 

去
年
今
日
の
宴 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊
韶
景 

春
の
の
ど
か
な
景
色 

依
然
韶
景
對
吟
巵 

依
然
た
る
韶
景
（
し
ょ
う
け
い
） 

吟
巵
（
ぎ
ん
し
）
に
對
す 

 

＊
巵 

さ
か
ず
き 

 

 
 
 
 
 
 

「
去
年
今
日
宴
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
年
前
の
同
じ
日
の
詩
宴
を
思
い
だ
し
て
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

  

【
付
録
】
茶
山
日
記
等
の
中
に
み
ら
れ
る
霊
昌
上
人
・
光
蓮
寺
に
つ
い
て
の
記
述 

 
 
 
 
 
 

霊
昌
上
人
（
光
蓮
寺
）
と
は
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る 

 
 
 
 

 

年 

号 

西 

暦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 
 
 
 
 
 

容 
 
 
 
 

＊
は
筆
者
の
補
足
説
明 

 
 
 
 

安
永 

七
年 

一
七
七
八 

9
/
9
 
 

靈
昌
・
惠
充
上
人
、
桑
田
元
厚
ら
と
国
分
寺
裏
山
に
登
る
（
遊
研
岩
記
） 

 
 
 
 
 

天
明 

二
年 

一
七
八
二 

 
 
 

「
十
四
日
與
嶺
松
師
赴
鞆
浦
途
中
口
占
」
の
詩
を
詠
む 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

四
年 

一
七
八
四 

 
3
/2
2
 

拙
齋
・
晋
宝
（
弟
恥
庵
の
名
）
と
共
に
光
蓮
寺
南
涯
上
人
に
招
か
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

 

五
年 

一
七
八
五 

 
3
/2
2
 

光
蓮
寺
の
霊
昌
上
人
に
招
か
れ
る 

 
 
 
 

 

寛
政 

八
年 

一
七
九
八 

 
 
 

 

藩
主
正
倫
よ
り
高
屋
川
治
水
の
功
績
で
金
三
百
匹
下
賜
さ
れ
る 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

十
二
年 

 

一
八
〇
〇 

 
7
/1
8
 

会 

陽
之
進
葬
于
光
蓮
寺 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
2
/5

 

訪
左
市
兄
弟 

引
野
屋 

角
屋 

士
晦 

光
蓮 

 
 
 
 

 

享
和 

二
年 

一
八
〇
二 

 
 
 

「
題
龜
井
道
載
災
後
所
畫
竹
應
僧
恵
剛
需
」
の
詩
を
詠
む 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

三
年
一
一
八
〇
三 

 
4
/1

 
 

上
光
蓮
寺 

看
屏
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
2
/1
1
 

光
蓮
寺
及
藤
屋
い
た
る 

 
 
 
 

 

文
化 

二
年 

一
八
〇
五 

 
7
/5

 
 

光
蓮
上
人
赴
本
凡
寺
来
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
/
6
 
 

餞
光
蓮
上
人
以
烟
草
及
二
字
扇 

 
 
 
 

 
 
 
 

三
年 

一
八
〇
六 

 
9
/1
4
 

霊
昌
上
人
、
京
都
御
前
通
西
洞
院
東
仏
師
畑
治
郎
右
衛
門
宅
で
病
没 

 
 
 
 
 

 
 
 

五
年 

一
八
〇
八 

 
4
/2
3
 

光
蓮
寺
恵
紅
魚
二 

一
以
餽
塾
生 

一
以
餽
余 

 
 
 
 
 
 

＊
紅
魚 

鯛 

 
 
 
 
 
 
 

 

七
年 

一
八
一
〇 

 
4
/3

 
 

光
蓮
・
泰
蔵
恵
大
紅
魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

＊
泰
蔵 

娘
於
麻
知
の
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
/
26

 

光
蓮
招
飲 

拉
礼
司
同
赴 

礼
司
論
詩
可
聴 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
/
28

 

恵
剛
恵
豆
苗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
恵
剛 

霊
昌
後
の
光
蓮
寺
住
職 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

八
年 

一
八
一
一 

 
5
/1

 
 

恵
剛
上
人
来
謀
身
事 

 
 
 
 
 
 
 

 

九
年 

一
八
一
二 

 
5
/5

 
 

万
念
和
尚 

円
兵
衛 

光
蓮
兄
弟
（
恵
剛
と
順
導
カ
）
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9
/
9
 
 

光
蓮
上
人
携
高
居
（
た
か
あ
）
寺
来 

＊
高
居
寺 

浄
土
真
宗 

西
中
条
川
西 

元
禄
の
頃
現
在
地
へ 



7 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

十
年 

一
八
一
三 

 
4
/1

 
 

江
原
亡
母
七
日
会 

元
助
・
亀
吉
・
光
蓮
・
桂
蔵 

各
恵
紅
魚 

 
 
 
 

 
 

十
三
年  

一
八
一
六 

 
4
/1
8
 

光
蓮
上
人
恵
紅
魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
/
22

 

恵
剛
上
人
掬
花
西
福
寺 

乞
余
看
之 

 
 
 
 
 
 

＊
掬 

両
手
で
花
を
す
く
う 

5
/
20

 

托
光
蓮
寺 

造
竹
瓶
四
分
三
送
北
条 

留
一
於
塾 

 

＊ 

北
条 

北
条
霞
亭 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

8
/
29

 

使
尭
佐
会
葬
林
氏
祖
母
于
光
蓮
寺 

 
 
 
 

文
政 

三
年 

一
八
二
〇 

 
1
0/
24
 

光
蓮
寺
来
話 

 
 
 
 
 

 
 

五
年 

一
八
二
二 

 
2
/2
3
 

光
蓮
主
人
来 

戒
二
十
六
日
往
看
花 

 
 
 
 
 
 
 

＊
戒 

つ
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
/
26

 

赴
光
蓮
寺
看
花 

内
亦
往 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
12
/3
0
 

光
蓮
上
人 

林
泰
蔵
各
有
恵 

 

 
 
 
 
 
 

八
年 

 

一
八
二
五 

 
4
/2
4
 

光
蓮
寺
内
人
来
応
吉
十
招
也 

於
教
（
敬
）・
於
閑
（
静
）
接
伴 

内
（
宣
）
後
往 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
/
8
 
 

光
蓮
寺
恵
紙
・
酒 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
/5

 

光
蓮
寺
恵
土
宜 
タ
ニ
サ
ク
カ
ケ
・
ビ
ン
ツ
ケ 

 
 
 

＊
土
宜 

土
産 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
1
1
/2
8 

光
蓮
内 

恵
山
芋 

 
 
 
 

文
政 

九
年 

一
八
二
六 

 
 3
/1
4 
 

光
蓮
寺
内
人
来 

戒
十
六
日
妻
婦
姪
女
同
往 

賞
庭
櫻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
/
15

 

於
敬
・
於
静
赴 

光
蓮
寺
招 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
/
2
 
 

招
光
蓮
・
北
山
及
近
隣
諸
婦
人
於
新
宅 

光
蓮
婦
人
恵
魚
・
酒
及
数
品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
/
9
 
 

暁
内
属
紘
（
妻
宣 

没
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
8/
22

 

於
敬
及
静
弔
新
九
郎
母
及
光
蓮
寺 

 

＊
新
九
郎
昨
日 

没 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
/
29

 

帰
路
弔
光
蓮
・
林
家
二
家 

 
 
 
 

＊
新
九
郎 
泰
蔵
の
子 

大
和
へ
同
行
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
/2
7
 

妹
種
・
於
敬
赴
光
蓮
寺
招 

     
 
 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

僧
風
靈
（
一
）
～
（
六
） 

 
 
 
 
 
 

猪
原
薫
一 

備
後
史
談
四
～
五
巻 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

福
山
志
料 

上
・
下
巻 

 
 
 
 
 
 
 

芸
備
郷
土
誌
刊
行
会 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

神
辺
歴
史
文
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

 
 
 
 

神
辺
学
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

復
刻
版 

 
 
 
 
 

児
島
書
店 

 
 
 
 
 
 

茶
山
詩
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会 

 
 
 
 
 
 

菅
茶
山
年
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
茶
山
記
念
館 

 
 
 
 
 
 

光
蓮
寺
縁
起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
光
蓮
寺 


